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P2−244 　産婦人科にお け る SLE 症例の 診療に つ い て の 問題 点
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【目的】女性 に多 い 疾患で あ る SLE の 患者の ，産婦人科医診療 に お ける 留意事項を考察した．【方法】
’04−’13 に 当院で の 治療を

開始 した 287入の SLE 症例（初診時年齢 12−47歳）につ い て，婦人科疾患 の 頻度や 卵巣機能の 状態，妊娠経過等を検討 した．
【成績】産婦人科を受診した 203例 の 受診理由と して多 い の は 月経不順 （61），妊娠管理希望 （42），貧血 の 原因検索 （27）で

あっ た．妊娠経験例 52例中 18例 に母体 の 病状 の 悪化或い は IUGR 等の 問題が 発生 した．シ ク ロ フ ォ ス フ ァ ミ ドを用 い る

IVCY 療法施行の 66例中，卵巣機能保護 目的で の GnRH ア ゴ ニ ス トの 使用例 は認め られ なか っ た．全 症例中，少なくと も 18

例 （7例 は IVCY 療法後）の POF が確認さ れ，その うち経皮 E2 に よ る HRT 症例 （10例）は長期の 継続が 可 能で あ っ た が，
CEE 使用 の 2例 に血栓が 発生 した．子宮頸部擦過細胞診の経験例 158人中38人 （24％）に異型細胞をみ とめ，20例 に 円錐切

除が 施行 され た．【結論】妊娠中等，高 レベ ル の エ ス トロ ゲ ン は免疫学的に SLE の 活動 を助長す る為，閉経後の HRT に は 否定

的な見解もあ り， 本研究で もIVCY 療法 に お ける 内科側か らの 卵巣機能維持の 要望 はな か っ た，　 APS 合併 や ス テ ロ イ ド使用

に よ り血 栓 が 発 生 しや す く，免 疫 抑 制 の 状 態 で もあ る SLE 症 例 で は （HPV 感 染 に よ る）CIN の 発 生 が 高 率で あ り，定期 的 な

細胞診 は不可欠で あ る．また t 化学療法や 抗核抗体が 原因 と思わ れ る 早期 の 閉経例も高率で ある が，QOL や 骨量 の 維持 の 目

的で HRT を行う場合，剤型や投与量 に留意すべ きで ある，

P2−24−5　婦人科疾患 における自覚症状 として の 「冷え」，疾患単位として の 「冷え症」の合併頻度に つ い て の検討
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【目韵】「冷え症」とは漢方医学で は重要 な病態の
一つ で あるが，自覚症状 と して の 「冷え」と明確に区別 され て お らず，捉え

に くい 疾患の
一

つ で ある．「冷え」の 程度は患者の 自覚や 訴えに より様々 で ある．今回我 々 は，自覚症状 として の 「冷え」の 有

無，お よび 「冷え症」の 診断の 有無 に よ る，産婦人科症状 ・疾患 の 合併頻度 につ い て検討 した，【方法】2008年か ら 2013年 に

漢方専門外来 を受診 し，自動問診 シス テ ム に診療情報を入 力 した 2，928人 の 初 診女性 患者 の うち，50 歳 以 下 で 初 診時 に月経 を

有する 1，519 人を対象と した．「冷え症」の 診断は，患者の 自覚症状で ある 「冷え」だ けで なく，医師が疾患単位 と診断し た場

合とした．また 「冷え」があるが 「冷え症」とは診断され て い ない 女性を 「冷えあり⊥「冷え」の 自覚の ない 女性を 「冷えな

し」とした．【成績】「冷え症」と診断 され た 女性 は 212人，「冷えあ り」は 849人，「冷 え な し」は 458人 で あ っ た．3群 で 初 診 時

の 主 訴の 強度 を visual 　analogue 　scale で 比較 した結果，「月経痛」の 程度 と頻度 は 「冷えあ り」 と 「冷え症」で 「冷えなし」に

対 し て 有意 に，「月経不 順」は 「冷えあり」が 「冷えな し」に 対 し て 有意 に 多か っ た．各群で の 初診時の 診断か ら検討 した と こ

ろ，「月経困難症」「不 妊症」「月経不 順」の 頻度 は，「冷え症」は 「冷えあ り」「冷 え な し」に比 して有意 に高か っ た，【結 論】「冷え症 」

の 女性は，「冷え あ り」「冷 え な し」と比 較 して，症 状 と して の 「月経 痛」の 頻 度 も程 度 も，疾 患 と して の 「月 経困 難症 」「不妊 症 」

「月経不順」の 頻度も高か っ た，「冷 え症」を認め るか 否か で ，産婦人科 にお ける各種病態の 程度 ・診療 に影響を及 ぼす可能性

が 示唆 され た ．

P2 −24−6　高齢婦人に お ける局所の estrogen 投与 は性生活を含 む QOL を改善する
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【目的】閉経期 の 婦人 で は卵巣からの estrogen 分泌が低下す る結果，外陰部の 乾燥に伴う掻痒感，性交痛を訴え，　QOL の 低下

を招 い て い る ．今回こ の よ うな女性 に 対す る estrogen 含有 ク リーム の 有用性 に つ い て検討 した，【方法】研究遂行 に際 して病

院の 倫理委員会 に諮 り許可 を得 た．被験者 に は十 分 なイ ン フ ォ
ーム ドコ ン セ ン トを行い 同意 を得た．外陰部乾燥 ・掻痒感お よ

び性 交痛 を 訴 え た患 者 37例 （58．7± 2．2歳）を対象 と した．これ ら に 6 か 月 間 estrogen 含有 ク リーム 製剤 （lg 中に estradiol

O．6mg，　 ethinyl 　estradiol 　O．2mg 含有）を 0．1g／day外陰部に塗布させ，外陰部の かゆみ，乾燥度，性交痛を 0−3の 4段階に分

けて評価 した（A 群）．患者 に は適宜白色 ワセ リ ンや 性交時の潤 滑 ゼ リーを使用 す る よう指導した．Estrogen含有ク リーム の

使用を希望 しなか っ た 30例をコ ン トロ ール とした （B 群，57．O± 2，6歳）．【成績1か ゆみ （A ：2．8± 0．4→O．3± O．2，　 B ： 2．7± 0．5
→ 1．1± O．5

， p〈 0．05）， 乾燥度 （A ：2．6 ± 0，5→0．3 ± O．3，　 B ：2．8 ± 0．5→ 0．5 ± 0．6，　 n．s．），性交痛 （A ：2．9± 02→ 0．2 ± 0．2，　 B ： 2．9
± 03→1．8± O．5，p ＜O．Ol）と，　 A 群 で有意 に改善 して い た．本試験期間中，薬剤投与に よ る重篤な副作用 は認め られ なか っ た．
【結 論】Estrogen含有ク リーム 製 剤 は外 陰部乾 燥，掻痒症 お よび性交 痛に 悩む 閉経期婦 人 の QOL 改善 に極 め て 有用で ある こ

とが 明 らか と なっ た．
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